
平成 24年10月1日、杉並区は
区制施行80周年を迎えます。
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私たちの力を
地域のために

「区議会だより」が折り込まれています

平成24年
（2012年） NO.199998

杉
並
区
長

区区区区区区区区区区
政政政政政政政政政政
発発発発発発発発発発
展展展展展展展展展展
にににににににににに
向向向向向向向向向向
けけけけけけけけけけ

区
政
発
展
に
向
け
たたたたたたたたたたた

新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたた
なななななななななな
スススススススススス
タタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトト
のののののののののの
年年年年年年年年年年

新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
年
ににににににににににに

▲民営化宿泊施設「富士学園」付近から見た富士山

▲民営化宿泊施設「富士学園▲民営化宿泊施設「富士学園」」

　
新
た
な
一
年
の
幕
開
け
に
際
し
ま
し

て
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽

有
の
大
災
害
が
国
内
外
に
甚
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。
皆
様
に

は
、
杉
並
区
が
災
害
時
相
互
援
助
協
定
を

締
結
し
て
い
る
南
相
馬
市
を
は
じ
め
と
す

る
被
災
地
支
援
に
多
大
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
、
改
め
て
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
被
災
地
で
は
、今
も
な
お
、被
災

者
の
生
活
再
建
や
ま
ち
の
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

区
と
し
ま
し
て
は
、今
後
も
可
能
な
限
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す

の
で
、引
き
続
き
皆
様
の
お
力
添
え
を
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
区
制
施
行
　
周
年
の
節
目
の
年

８０

　
杉
並
区
は
、
今
年
の
　
月
１
日
に
区
制

１０

施
行
　
周
年
を
迎
え
ま
す
。
昭
和
７
年

８０

（
１
９
３
２
年
）
に
当
時
の
杉
並
町
、
井

荻
町
、
和
田
堀
町
、
高
井
戸
町
の
４
町
が

合
併
し
、
杉
並
区
が
誕
生
し
ま
し
た
。
当

時
の
人
口
は
、
約
　
万
６
０
０
０
人
で
し

１４

た
。
以
来
、
杉
並
区
は
、
今
日
に
至
る
ま

で
良
好
な
住
宅
都
市
と
し
て
発
展
を
続

け
、
現
在
で
は
人
口
　
万
人
を
数
え
る
ま

５４

で
に
な
り
ま
し
た
。
全
国
の
自
治
体
数
は

約
１
７
０
０
あ
り
ま
す
が
、
人
口
が
　
万
５０

人
を
超
え
る
自
治
体
は
わ
ず
か
に
　
自
治

３５

体
で
、杉
並
区
は
　
番
目
の
大
都
市
で
す
。

２９

そ
の
う
ち
、
横
浜
市
や
大
阪
市
な
ど
の
政

令
指
定
都
市
を
除
く
と
、　
番
目
と
な
り

１０

ま
す
。
本
年
は
、
こ
う
し
た
　
万
都
市
と

５０

し
て
の
杉
並
区
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け

て
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
す
る
年
で
す
。

　
質
の
高
い
住
宅
都
市
杉
並
を
 

　
区
民
と
共
に
築
く

　
そ
の
た
め
に
、
こ
の
間
、
区
で
は
、　１０

年
後
を
見
据
え
た
新
た
な
基
本
構
想
（
　１０

年
ビ
ジ
ョ
ン
）
と
総
合
計
画
（
　
年
プ
ラ

１０

ン
）
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

昨
年
　
月
に
、
基
本
構
想
審
議
会
は
、「
支

１０

え
あ
い
共
に
つ
く
る
　
安
全
で
活
力
あ
る

み
ど
り
の
住
宅
都
市
　
杉
並
」
を
将
来
像

と
す
る
基
本
構
想
の
案
を
ま
と
め
、
間
も

な
く
新
た
な
基
本
構
想
の
答
申
を
い
た
だ

く
予
定
で
す
。
区
で
は
、
基
本
構
想
の
審

議
と
並
行
し
て
区
が
検
討
を
進
め
て
き
た

総
合
計
画
・
実
行
計
画
に
つ
い
て
も
、
皆

様
か
ら
の
ご
意
見
を
参
考
に
、
計
画
を
ま

と
め
て
い
く
所
存
で
す
。
こ
う
し
て
、
今

年
の
４
月
か
ら
、
新
た
な
基
本
構
想
と
総

合
計
画
・
実
行
計
画
に
基
づ
く
取
組
み
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
皆
様
と
共
に
、誰
も
が

住
み
続
け
た
い
、住
ん
で
み
た
い
と
願
う
、

質
の
高
い
住
宅
都
市
杉
並
を
着
実
に
築
き

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
◇
　
　
　
　
◇

　
区
制
施
行
　
周
年
、
そ
し
て
新
た
な
基

８０

本
構
想
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
よ
う
と
い
う
節

目
の
年
が
、
さ
ら
な
る
区
政
発
展
に
向
け

た
飛
躍
の
年
と
な
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く

し
て
い
く
こ
と
を
お
約
束
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

支えあい共につくる杉並支えあい共につくる杉並区区未 来未 来 へへ
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　「三つのりんご」は、中央図書館で行った 素  話 の講習会の受講者
す ばなし

が、昭和６３年１月に立ち上げたお話のグループです。現在、創立当
時のメンバーも含め１２名で活動しています。
　当初の活動場所は、地域区民センター２カ所でしたが、児童館や
図書館の職員からおはなし会を依頼されるようになり、だんだんと
活動場所が広がりました。今では、図書館・児童館・保育園・小学
校・地域区民センターで活動しています。
　おはなし会というと、絵本の読み聞かせと思われるかもしれませ
んが、「三つのりんご」では、昔話などのお話を暗記して語る「素
話」に重点を置いて活動しています。覚えたお話を、お互いに聴い
て講評し合う勉強会を毎月１回行い、直してから、子どもたちに披
露しています。「素話では、子どもたちは絵を見ずにお話を聴きな
がら頭の中で絵を描くので想像力がつくようです。また、子どもた
ちと対面して語るので反応をじかに見ることができて楽しいです。」

「小学校でのおはなし会で
は、『子どもたちに聴く耳
ができ、ほかの話も聴ける
ようになった。』と先生から
言っていただいたこともあ
ります。」といいます。
　乳幼児が多いおはなし会
では、お母さんにも覚えて
もらえるように、家でもで
きる手遊びをしたり、お話
がイメージできるように自
分たちで描いた絵を見せな
がら話すなど、皆で工夫し

ながら行っています。
　昨年１０月に入ったメンバーは、「勉強会で素話を学び、以前から自
分の住む杉並で何かできるといいなと思っていたら、勉強会の仲間
から、おはなし会を行っているグループがあると聞き、見学に行っ
て声をかけて入った。最初は敷居が高いと思っていたが、入ってみ
たらそんなことはなかった。」また、ほかのメンバーは、「始めたき
っかけは自分の趣味だったが、お話を覚えたら、誰かに聞いてほし
いと思うようになり、語ってみたら楽しくなった。道で会ったお子
さんに、『おはなしのおばちゃん。』『三つのりんごさん。』と言われ、私
でも役に立っているのかなとうれしく感じた。」と話していました。
　「三つのりんご」の皆さんは、「興味のある方は、活動場所でメン
バーに気軽に声をかけてください。」と話してくれました。

お話のグループ「三つのりんごお話のグループ「三つのりんご」」お話のグループ「三つのりんごお話のグループ「三つのりんご」」
図書館ボランティアの一つ、お話のグループは、子どもたちが読書に親しむ機会を広げるため、また、地域全体で子ど
もの読書を支えていくため、図書館をはじめ児童館などと連携して、おはなし会を開催しています。
「三つのりんご」は語りを中心に、絵本の読み聞かせや手遊びなども入れておはなし会を開催しています。

▲中央図書館でのおはなし会。手作りの
指人形を操りながら歌を歌います

▲三つのりんごの皆さん

　井草中学校の「中学生レスキュー隊」は、平成１７年に組織され、
現在３２名の隊員が活動しています。活動に参加したきっかけは、
「友達に誘われた。」「ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の使い方を覚
えたかった。」「大震災を受けて、地域に住む人の手助けが少しでも
できればいいと思った。」などさまざまです。
　防災行事や講習会などへの参加は希望制ですが、参加すると、三
角巾を使用した応急手当など日々の生活でも役立つ知識を得ること
ができて、楽しくなり、出席率は毎回９０％以上になります。
　昨年、三谷小学校のＰＴＡの方から、「児童にレスキューの技術を
教えてほしい。」と依頼があり、井草中学校レスキュー隊の生徒が自
ら、ぜひやりたいと返事をし、企画が実現しました。この企画は、
生徒のやる気に引っ張られて成功しました。
　三谷小学校での活動では、ＡＥＤの使い方・倒れている人の運び
方・三角巾の使い方などレスキュー隊の生徒自らが、これまで学ん

だ知識のほか、さらにいろ
いろ調べて、どう説明する
か、台本なども自分たちで
考えて作りました。当日参
加した児童や保護者からは
とても感謝され、来年も行
ってほしいと言われまし
た。
　レスキュー隊の活動をと
おしての感想を聞くと、
「人の役に立つ、人を助け
るということを考えるよう
になったことで、将来看護

師になりたいという夢ができた。」「この活動に参加しているみんな
も、入ってから震災にどう対処すればいいのか考えたと思う。地域
の方やレスキュー隊に入っていない中学生も、震災や事故が起きた
時に、どう対処したらいいか知識が無いと行動できないので、事前
に考えておくことが大切だと思う。」と話してくれました。
　先生は、「震災が起きた時、中学校は震災救援所になります。地域
の人は中学校のどこに何があるか分からないが、中学生が学校のこ
とを一番分かっているので、毛布の保管場所や、簡易トイレの場所
を教えたりすることは活動の前提です。また、ＡＥＤの操作はすぐ
にできるレベルになっています。いざというとき、実践できるよう
になっていてほしいと思っています。」と話していました。

▲三谷小学校の児童に搬送方法を教える
レスキュー隊の皆さん

▲教室に入ると「こんにちは！」と元気にあいさつをしてくれた、
レスキュー隊の皆さん

杉並区中学生レスキュー隊は、中学生の防災意識と地域貢献意識の向上を図ることを目的に、部活動などの一環で中学
生が活動する組織です。この活動は「杉並区教育ビジョン推進計画」に基づき平成１７年度から開始され、２２年度には区
立中学校全校で組織されました。主な活動は、震災救援所訓練など地域の防災行事への参加や、消防署職員による講習
の受講などです。

中学生レスキュー隊「井草中学校中学生レスキュー隊「井草中学校」」中学生レスキュー隊「井草中学校中学生レスキュー隊「井草中学校」」

区
内
で
は
、
自
分
の
住
む
杉
並
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
し
て
い
る
方
た
ち
が
い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
活
動
す
る
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。
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〈広報すぎなみ発行日〉…毎月１日・１１日・２１日

　南グループの主な活動は、向陽中学校の農芸部のお手伝いや、同
校にある「万葉植物園」（向陽中学校の創立４０周年を記念して、学
校・ＰＴＡ・地域の協力で、万葉集に詠み込まれた植物を植えた植
物園）の手入れです。
　向陽中学校で活動を始めたのは、平成２０年からです。きっかけ
は、向陽中学校の近くに住む２人の方が「万葉植物園」などの手入
れを行っていたのですが、手が足りなくなり、みどりのボランティ
アに登録していた方に相談があったことが始まりです。
　活動の一つである向陽中学校の農芸部のお手伝いでは、バレーボ
ールコートの跡地を畑にすることになり、中学校の農芸部員と一緒
に畑の土作りから始めて、立派な畑を作り上げました。
　お話を伺ったグリーンアドバイザーの 畔  柳 さんは、「この畑で作

あぜ やなぎ

った作物を生徒や保護者に差し上げると『とてもおいしかった。』と
喜ばれるようになった。」と笑顔で話していました。

　今、この畑には、ネギ・
白菜・ブロッコリー・大根
や、菊・スイセンなど、さ
まざまな野菜や花が植えら
れています。
　取材に行った日は、向陽
中学校正門横の花壇をきれ
いにしてほしいと校長先生
から頼まれ、中学校の畑で
栽培した「葉ボタン」や
「パンジー」を花壇に植え
ていました。
　「みどりのボランティア

杉並」の登録期間は最長４年間で、その後は、ＯＢたちが作ったグ
ループに所属したり、新たなグループを作るなど、みどりの活動に
関わっていきます。
　畔柳さんは、仕事で、下町に行った時に、細い路地にみんなでき
れいに花を植えて管理しているのを見て、「自分たちのまちもこの
ようになれば、もっと良いまちになる。行政がなんでもやるのでは
なく、自分たちで活動してまちをきれいにしていくといい。」と感じ
たといいます。また、「この活動の良いところは、『できる人が、で
きる時に、できることをやる』という無理のない範囲で活動ができ
るところです。皆さんもぜひ、一緒にやりましょう。」と話してくれ
ました。

▲畑で作業していると、栽培方法などを
保護者からも聞かれます

▲南グループの皆さん（向陽中学校の正門横の花壇で。前列左から２
番目の方が代表の畔柳さん）

みどりのボランティア杉並は、地域緑化に関するボランティア活動を始めようとする方を対象として、平成１３年度に設
立されたボランティアグループです。現在９３名の方が、北と南のグループに分かれて仲間と一緒に区内のみどりを守
り、増やし、育てる活動を行っています。活動内容は、いこいの森や向陽中学校の万葉植物園の維持管理、区主催のイ
ベントへの参加、樹名板づくりなどです。

　「ＮＰＯ法人杉並さわやかウォーキング」は、何か地域に貢献でき
ることはないかと考えていた方や、昔から山歩きなど体を動かすこ
とが好きな方が「すぎなみ地域大学」の「ウォーキング・リーダー
養成講座」で知り合い、この講座で、リーダーとして活動するため
に必要な知識や技能を習得した方たちで、２４名の方が平成２１年に立
ち上げた団体です。団体の立ち上げ以降、毎年、すぎなみ地域大学
のウォーキング・リーダー養成講座の修了者が加入し、現在では５３
名が在籍しています。
　主な活動の１つは、６５歳以上の方向けに区内１０カ所の公園に集合
し、そこから４～６㎞を歩く「公園から歩く会」（１公園あたり年１０
回程度）の開催です。「公園から歩く会」の参加者の平均年齢は約７３
歳で、８０歳を超える方も参加しています。高齢者の健康への意識の
高まりもあり、参加者は、開始した２１年度は１回平均約３０人、２２年度
は約５０人、今年度は約７０人と年々増えています。そして９割がリピー

ターです。これだけ参加者
が増えた訳は、ウォーキン
グ・リーダーたちのさまざ
まな工夫があるからです。
　ウォーキング・リーダー
たちは、「公園から歩く会」
を開催する準備として、コ
ースの下見を十分すること
はもちろん、ウォーキング
は継続しないと効果が無い
ので、継続できるように、
参加者へシールを配り（１
回１枚）、３０枚集めると完

歩賞として「なみすけグッズ」を贈呈しています。また、季節を感じ
られるコースや史跡を巡るコースを一つの公園で７・８コース考え、
同じコースを歩くことがないように工夫をしています。信号を渡る
時には、一度に渡れる人数に区切って誘導したり、車などの接近を参
加者に声をかけ注意するなど、安全対策にも気を使っています。
　参加者からは、「家族から元気になったと言われた。自分自身で
も元気になったことを実感している。」「仲間と歩くのが楽しいから、
ウォーキングが習慣化した。」と声が寄せられています。
　今後は、地域区民センターやケア２４と協働して、区外を歩く講座
も行いたいと考えています。お話を伺った理事長の児玉さんは、
「自分たちの活動で、地域を元気にしたい。」「一緒に歩いて、元気
になりましょう。」と話してくれました。

ウォーキングは認知症予防や介護予防に効果があるといわれています。ウォーキング・リーダーは、６５歳以上の方を対
象に、ウォーキングを広く地域に広めるため、ウォーキング講座や歩く会などを、区との協働により実施しています。
「ＮＰＯ法人杉並さわやかウォーキング」は、区とともにウォーキング支援を行っています。

▲ウォーキング・リーダーの皆さん（前列左の方が理事長の児玉さん）

▲春の井草森公園で、桜と菜の花を見な
がら歩きます

ウォーキング・リーダー「ＮＰＯ法人杉並さわやかウォーキングウォーキング・リーダー「ＮＰＯ法人杉並さわやかウォーキング」」ウォーキング・リーダー「ＮＰＯ法人杉並さわやかウォーキングウォーキング・リーダー「ＮＰＯ法人杉並さわやかウォーキング」」

みどりのボランティア「みどりのボランティア杉並」南グルーみどりのボランティア「みどりのボランティア杉並」南グループプみどりのボランティア「みどりのボランティア杉並」南グルーみどりのボランティア「みどりのボランティア杉並」南グループプ
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新春対談を放送します

郷土博物館の新年行事
新春吉例「大宮前囃子」 年中行事「小正月のまゆだんごかざり」

【場　所】郷土博物館（大宮１崖２０崖８）【観覧料】１００円。中学生以下は無料
【申し込み】当日、直接会場へ【問い合わせ】郷土博物館☎３３１７崖０８４１

【日時】１月８日㈰午後２時～２時３０分
※９日㈷は正午から。１０日火は休館です。

【日時】１月９日㈷～１５日㈰午前９時～午後５時

◇インターネットでの申し込み

 http://sodai.tokyokankyo.or.jp/（２４時間受付）
※区ホームページの「粗大ごみの申込み」からもアクセスできます。

◇電話・ファクスでの申し込み

☎５２９６崖 ５  ３  ０  ０ （毎日午前８時～午後７時〈年末年始を除く〉）
ご み ゼ ロ

胃５２９６崖７００１（２４時間受付）

HP

１月４日㈬から、粗大ごみの申し込み窓口が「粗大ごみ受付セン
ター」に変わります。
インターネット申し込みが使いやすくなりますので、ぜひご利用
ください。
害害問い合わせは、杉並清掃事務所☎３３９２崖７２８１／杉並清掃事務
所方南支所☎３３２３崖４５７１／杉並清掃事業所☎３３１７崖６７７１へ。

１１１１１１１１１１月月月月月月月月月月４４４４４４４４４４日日日日日日日日日日㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬㈬かかかかかかかかかか１月４日㈬かららららららららららら
粗粗粗粗粗粗粗粗粗粗大大大大大大大大大大ごごごごごごごごごごみみみみみみみみみみのののののののののの申申申申申申申申申申しししししししししし込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみ窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓粗大ごみの申し込み窓口口口口口口口口口口口ががががががががががが

変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわりりりりりりりりりりまままままままままま変わりますすすすすすすすすすす
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　「広報すぎなみ」２３年１月１日号で紹介し
た、区内在住のバイオリニスト・尾池亜美さ
んが、イギリスの「ＲＮＣＭマンチェスター国
際バイオリンコンクール」で、２３年１２月３日に
見事優勝し、あわせて新曲賞を受賞しました。

尾池亜美さん尾池亜美さんがが
国際コンクール国際コンクールでで優勝しました優勝しました

〈成人式開催時間〉
お住まいの地域（町名）時　間

阿佐谷北・阿佐谷南・梅里・高円寺北・高円寺南・
成田西・成田東・堀ノ内・松ノ木・和田

午前１０時３０分～１１時３０分
（１０時開場）

和泉・永福・大宮・上高井戸・久我山・下高井戸・
高井戸西・高井戸東・浜田山・方南・宮前

午後１時～２時
（０時３０分開場）

天沼・井草・今川・荻窪・上井草・上荻・清水・
下井草・松庵・善福寺・西荻北・西荻南・本天沼・
南荻窪・桃井

３時３０分～４時３０分
（３時開場）

※お住まいの地域の時間にお越しください。

【日にち】１月９日㈷　【場　所】杉並公会堂（上荻１崖２３崖１５）
【内　容】式典、記念アトラクション
【対　象】区内在住で平成３年４月２日～４年４月１日生まれの方
　　　　　（該当する方には、２３年１２月中旬に案内状を送付しました）
【問い合わせ】児童青少年課青少年係☎３３９３崖４７６０

▲尾池さんとマンチェスター市長（授賞式）

平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年成成成成成成成成成成成成成成成成成人人人人人人人人人人人人人人人人人式式式式式式式式式式式式式式式式式

粗大ごみ受付センター

　大宮前囃子は、区登録無形
民俗文化財の民俗芸能です。
　「獅子」・「大黒天」・「もど
き」が登場する、お正月らし
いおめでたい舞「獅子舞・大
黒舞」を郷土博物館の古民家
で上演します。
　舞を披露するのは、大宮前
郷土芸能保存会の皆さんで
す。

　１月１５日を中心とする小正月
には、全国各地で農耕にかかわ
りの深い行事が行われます。
　区内では「まゆだんご」とよ
ばれる紅白のだんごをかざり、
蚕のまゆの良い出来や豊作を願
う行事が行われてきました。
　郷土博物館でも小正月を祝
い、古民家に「まゆだんご」を
かざります。

新春吉例「大宮前 囃  子 」
ばや し

年中行事「小正月のまゆだんごかざり」

【出　　演】田中良区長
　　　　　　藤本なおや区議会議長
　　　　　　田邉草民選手（ＦＣ東京）
【放　送　局】ジェイコム東京（デジタル１１チャンネル）
【放映日時】１月１日㈷・８日㈰＝午後０時３０分・６時・１１時
　　　　　渇２日㉁・４日㈬・６日㈮＝午後３時・６時・１１時
　　　　　渇３日㈫・５日㈭・７日㈯＝午前８時・午後６時・１１時３０分

今年は、区内出身で現在サッカーＪリーグ・ＦＣ東京で活躍する、
 田  邉  草  民 選手を招き、サッカーの魅力、杉並の思い出など、お話を
た なべ そう たん

伺いました。

◇田邉選手のプロフィール
２１歳。区立杉並第九小学校、区立東原中学校、國學院大學久我山中学高等学校をへ
て、２１年ＦＣ東京に加入。卓越したボールコントロール、切れ味鋭いドリブルで相手
守備陣を 翻  弄 する攻撃的ミッドフィルダーとして活躍しています。背番号は２７番。

ほん ろう

▲左から田中区長、藤本区議会議長、田邉選手


